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機械製品の故障や事故で、使用者が危険な状態におかれるケースが目立っています。このような状況
を改善するために、機械製品の安全設計が必須であり、安全な機械製品を造る要求条件とその設計方法
の確立が望まれます。ここでは、機械製品に対する安全要求とその設計方法の一例を15回に分けて紹介
していきます。
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バッテリは内部に亜鉛や電解質を含み、これが外部に流出すると周囲の装置や部品にダメージを与えます。そのた
め、バッテリに対しては、以下の要求があります。

－要求項目－
温度上昇、ショート、逆電流、セル反転、漏電、セルの接地、圧力過剰を起こさない。

そのためバッテリの設計では以下の項目について考慮する必要があります。

－設計方法(1)－
①バッテリはセルが損傷しても漏れを防ぐようにケース中に収納する。

②金属製のバッテリケースは電解物質に
耐えるように内部をコーティングする。

③通気プラグを有するバッテリケースは
電解物質の放出を防ぐ装置をつける。

④ガスの蓄積を減らすためバッテリケースの余分な容積は最小にする。

2

(第12回) 個別安全要求と設計
－バッテリ－
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－設計方法(2)－
⑤バッテリケースのベントは、近辺装置や人を
傷つけない位置につける。

⑥接続用のターミナルを付ける場合は極性を
取違えない設計とする。

⑦スパークやアークを生じるような負荷にはバッテリを接続しない。

⑧バッテリケースには電解質タイプを明示する。


